
※IT:情報通信、NT:ナノテクノロジー、BT:バイオテクノロジー 

 

 
２）ELSI研究等、先端技術のもたらしうる環境影響に関する研究の推進 

先端技術の活用は必ずしもプラスの影響だけを与えるとは限らない。例えば、バイオテクノロジー

については、遺伝子組換え作物などの研究や利用を進める際に生じる倫理的・法的・社会的問題

（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）が国際的に懸念されており、様々な枠組みで国際対話が
進められている。またナノテクノロジー材料についても、健康影響に関する懸念が報告されていると

ころであり、このような先端技術のもたらしうる負の影響を含めた環境影響に関する研究を行う必要

がある。 

 

３）中期目標 

・BT・NT・IT等先端技術の環境分野への応用及び実用化の促進 
・BT・NT・IT等先端的研究開発に関する環境影響を含む ELSI 研究の促進 
 

（８）成果の普及促進／普及啓発 

１）有用な環境技術の第三者実証による普及促進 

既に適用可能な段階にあって、有用と考えられる先進的環境技術でも、環境保全効果等について客

観的な評価が行われていないために、エンドユーザーが安心して利用することができず、普及が進ま

ない場合がある。こうしたことから、環境省では、そうした環境技術の環境保全効果等を第三者機関

が客観的に実証する事業をモデル的に実施している（モデル事業期間：平成 15～19年度）。 
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